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Z04 超新星 2002gdの可視赤外観測
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最近、スペクトルタイプから TypeIIに分類される超新星の中に、低爆発エネルギー、低光度という特異な特
徴をもつものがいくつか見つかっている。TypeII の超新星は 8 M⊙ 以上の質量の星の重力崩壊によって起こる
が、その中で、ブラックホールを形成するような大質量星の重力崩壊の場合は、超新星爆発のエネルギーは、星
がどの程度回転しているかに強く依存していると考えられる。回転の効果が小さい場合、深い重力ポテンシャル
のため、放出物質を十分に加熱、加速する事ができず、低いエネルギーの爆発しか起きない事もあり得る。逆に、
8− 10M⊙ の低質量のType II 超新星も、爆発エネルギーが小さいことが予想されている。これらの低エネルギー
爆発の場合、鉄属元素の放出量も少ないと予想される。
このように、低エネルギーの重力崩壊型超新星は超新星爆発の物理や銀河の化学進化を研究する上で非常に重

要であり、詳細な観測が望まれていた。そういった中、2002年 10月に発見された SN 2002gdは、この種の超新星
では初めて爆発の初期に発見されたものであった。今回我々はこの SN 2002gdの可視から近赤外 (UBV RIJHK)
までの測光観測をおこない光度曲線を得る事に成功したので結果を報告する。また、SN 2002gdは現在 Solar
conjunctionのため観測不能だが、6月には再び観測可能となり、その明るさの観測から爆発によって放出された
56Ni の質量が推定可能である。


